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並木五瓶作）が本作に先立っている。一つ一つ独立の宿駅を、筋立てに拠って結びつけ、東下りの流れとするものである。本作は、序文にも言うように、三代目菊五郎の「梅初春五十三驛」の趣向を借り、木曾義仲の忘れ形見、清水冠者義高 様々 身をやつして、東海道 上 頼朝に仇をなさんとする筋立てとなっている。それぞれの宿駅において、三代豊国の「役者東海道」の人物に りすます趣向ではあ が、役者絵ファンにとっては、見覚えた「役者東海道」が、どのように そこ 現れるかということがひとつの面白みともなっているも である。したがって、 「役者東海道」の登場人物に関し の情報 盛り込ま ことにもなる。もっ も、 「役者東海道」と版元 違い、そのための配慮もあってか、現在分か て る「役者東海道」 は、現れぬ人物を配 ところもあり、それなりの独自性を持たせたいという配慮も感じられる。あるいは、また以前からの構想があったも かもしれない。
 
構成としては、 「役者東海道」に倣うため、歌舞伎の五十三次ものとは









































寄贈印、 「寄贈、 大正十三年五月十三日、 高英二郎氏」 （袋） 。 印
「明治五改」 （一丁表） 「東京帝國大學圖書印」 （裏表紙） 。
 
書名
 「五十三次錦繪艸紙」 （袋、中巻表紙、上巻見返し） 。
「五十三驛錦繪艸紙
ごじふさんつぎにしきゑさうし




















 漢字は、 原字に相当する字体が文字コードに複数存在する場合は、 もっとも字形の近いものを採用した。
 
〇
 平仮名は、通行の字体 あらためた。しかしながら、 「八」を字母とする「は」字のうち、助詞の「は」 「ば」のみは、意味のくみ取りやすさを考え、カタカナの「ハ」 「バ」を宛ててこれを残した。
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7）佐藤悟『正本写合巻年表（正本写合巻集別冊） 』 （二〇一一、日本芸術文化振興会） 。現在、国立劇場調査養成部編の「正本写合巻集」が刊行中である。
 
 【補記】本稿は、平成二十四年度の国内留学による研究調査成果である。なお、
東京大学附属図書館より翻刻および掲載許可をいただいた。また資料の閲覧にあたり、 東京大学総合図書館、 東京女子大学図書館のお世話になった。併せ御礼申し上げたい。
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